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粟 粒 結 核 症 の病 理 学 的研 究
家 森 武 夫
1 緒 言
結核症の柄理学的所見の理解は困難である｡
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第 2表 肺粟粒結核症の形憩 と年令
千 0.ー4 5一910′-′1415.-1920～24t25～293 1 30.-3435～39-40～44ー45～4950～54!55～59!604
A 2 3 2
B 2 1 1 2
C 1 1 1
LD' 5
E 1 3 1■ 2 2 210 3 l l･ lT








節 3表 粟粒錯節症の各病塑I/{於げろ柘核性脳隈炎､急性腹隈炎 (隈胸)及急性停染病の群発
例 数 脳膜炎 急性 (イヒ膜性)腹 院 炎 及 膿 胸 急性俸染病 以上の轡イ七のない もの
A 粟 粒 錯 節 撒 布 10 5 巾4 1
C 集 合 性 粟 粒鯖節撒布孤 立 .乃 至 多 発 性小 葉 性 乾 醗 :艶 3 1 - 2
D 避 寒 粒 鯖 節 撒 布 - 5 (1) 4 1
E 軟イと性′ト空 洞 形 成 を合併する もの 13 1 12
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と考-られる｡ 巨Pちか様な病変に於ける小血管 (乃至毛細血管)の結核性病変は血行撒布に対 して意
味を持っているものである. そして粟粒結核症の剖検に於てはか様な血行撒布の梶原となった血管変
化は多 くの場合既に乾酪性壊死に陥 り,乾髄巣円に存在して.いることが多い0











































































虞に Kumagailbuchi及び Ogawaによれば 〃結核菌血症は結核アレルギーと或種の関係を有する










































































(5) 家 森 武 夫 :
a)結核初感染､粟粒樟核痘並びに肺結核症発生に関する病理学的研究0 日本体質学報誌 12番,2号 (1943)
b)肺帝核の病理啓三帝､ 日本病理学食食詰,34巻 (1944)
C)肺の聴核初感染=塩の特長に裁て､聴核祈究､5番 (1949)
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1 緒 言
Streptom.ycinの発見は結核化学療法に新しい光をもたらしたoことに粟粒結核症並びに結核性胸膜
炎に対するす ぐ㌢した効果が既に停えられているQ
我}り3:京都大学医学部並びに京都大学結核研究所にて入院加療せられた之等9例の病理解剖学並びに病
理組織学所見bZ:ついて報告し,特にStreptomycin投輿に依て惹起されると考えられる病理学的所見を
-股の粟粒結核症乃至結核性脳膜炎と対照しっ 論ゝ及してゆき庇いO
